
平成１５年関東地方の一級河川の水質現況

記者発表資料

本資料は、平成１５年における関東地方の一級河川（８水系）の直轄管理区間（一
部指定区間含む）で実施した水質調査結果（１６５地点）の概要をとりまとめたもの
である。
○平成１５年の水質調査結果
・平成１５年の水質は平成１４年より良くなる傾向
ＢＯＤ７５％値３．０mg/ 以下（水道１～３級）の良好な水質の地点数の割合は、�

全体の８２％を占めており、平成１４年と比較すると６ポイント増加
・水質環境基準値の満足地点数は過去最高
環境基準を満足した地点数の割合は７９％で、平成１４年と比較して４ポイント増加
し過去最高の値
・多摩川、相模川、久慈川、那珂川の４水系は、全ての調査地点で環境基準を満足
その他の水系（利根川、荒川、鶴見川、富士川）でも、平成１４年の環境基準を満足
した割合は同等、又は上回っている。
水生生物調査による水質の簡易調査結果○
・水生生物調査に小・中・高校生及び一般市民１，５５４人参加
水生生物調査による水質の簡易調査を関東地方の一級河川８水系３１河川９９地点
において、１，５５４人の参加を得て調査を実施
・きれいな水と判定された地点割合は全体の６３％
「少しきたない水」（－１１．２％）、「大変きたない水」（－４．７％）の判定
が減少し、「きれいな水」と判定された地点割合が増加し、平成１４年と比較する
と１４ポイント増加

○水質事故状況
・水質汚濁事故が１日に１件程度の割合で発生
平成１５年の関東地方整備局管内の水質事故件数は、平成１４年（３２７件：過去最
高）よりやや減少したものの３１３件発生
・水質事故原因物質は、重油、軽油等の「油の流出事故」が全体の７割
原因物質の割合で見ると、２２６件（７２％）が重油・軽油等の「油の流出事故」
で、次いで、原因物質が特定できなかった「その他」の４３件（１４％）

○内分泌かく乱物質に関する実態調査結果
・１５地点のうち７地点で重点調査濃度を上回る
８水系のうち６水系１５地点で水質、底質調査を実施し、水質については１４地点の
うち８地点で重点調査濃度を上回った。一方、１地点は１４年度重点調査濃度を上回
る値を観測したが、１５年度においてはこの濃度以下となった。
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平成 1５年関東地方一級河川の水質現況（要旨）

関東地方整備局では、関東地方の一級河川における水質調査を昭和 33年よ
り継続して実施している。

本要旨は平成 1５年における関東地方の一級河川（8水系）の直轄管理区間
内（一部指定区間含む）で実施した水質調査結果の概要をとりまとめたもので

ある。

１．水質調査地点

○調査地点 165地点（一級河川の直轄管理区間約 9ｋｍに 1地点）
　関東地方の一級河川直轄管理区間の河川延長約 1549.0ｋｍに対して水質調査地点を
165地点設けて、平均的には河川延長 9.4ｋｍに 1地点の割合で水質調査を実施した。

２．水質調査結果

○平成 1５年の水質は平成 1４年より若干良くなる傾向
　生活環境の保全に関する環境基準の項目から見た河川の水質の現況について代表的な

指標である BOD（生物化学的酸素要求量又は生物化学的酸素消費量）75％値を下記のよ
うな数値で区分したランクを設定して、各地点の結果がどのランクに分布しているかを

地点数割合で比較すると、   3.0mg/�以下（水道１～３級）の地点数の割合は若干増え
ており、平成 14年と比較して６ポイント増加している。

図―1　BOD75%値のランク別割合
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○平成 1５年の流量は前年よりも少なく、平年よりも多い
　河川の水質は、流量によって影響される場合が多いが、平成 15年の関東地方の河川流量
は平成 14年と比較して４％減、最近 10ヶ年平均と比較して５％増となっている。年間総
流出量については、平成 14 年と比較して５％減、10 ヶ年平均と比較して２０％増となっ
ている。

表―1 一級河川の流量状況
平成15年

(A)

平成14年

(B)

最近10ヶ年平均

（C)

(A)/(B)

×100％

(A)/(C)

×100％

基準地点にお

ける年間総流出

量の合計

178.98億m3 186.70億m3 170.46億m3 96% 105%

基準地点にお

ける低水流量の

合計

284.73m3/s 299.90m3/s 236.76m3/s 95% 120%

備考 速報値 H6～H15の平均

　　　　　　　※低水流量：一年を通じて２７５日はこれを下らない流量

○平成 15年の環境基準の満足状況は７９％
平成 15年の環境基準(BOD75%値，COD75%値)を満足した地点数の割合は７９％（過去最
高）であり平成 14年と比較すると４ポイント増加している。

図―2　環境基準を満足している地点割合と年間総流出量と経年変化

○水系別環境基準の満足状況は増加
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平成 15年の水系別環境基準の満足状況は、関東地方 8水系で久慈川、那珂川、多摩川、
相模川の４水系において全ての調査地点で環境基準を満足し、その他の水系でも、平成

14年の環境基準値の満足地点数割合と同等、または上回っている。

　　　　　　　　図―3　水系別満足状況（BOD75%値、COD75%値）

久慈川 那珂川 利根川 荒　川 多摩川 鶴見川 相模川 富士川 合　計

平成14年 5 /5 8/10 59/89 16/21 15/15 7/8 1/1 10/13 121/162

平成15年 5 /5 10/10 59/89 19/21 15/15 7/8 1/1 12/13 128/162

　　※調査地点１６５地点のうち３地点については環境基準値が設定されていない。

（環境基準を満足した地点数／類型指定されている調査地点数）

図－４　各水系代表地点水質経年変化
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那珂川水系　那珂川　下国井
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利根川水系　利根川　栗橋
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荒川水系　荒川　笹目橋
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多摩川水系　多摩川　田園調布堰
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鶴見川水系　鶴見川　大網橋
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相模川水系　相模川　馬入橋
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富士川水系　富士川　富士川橋
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利根川水系　霞ヶ浦　湖心
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３．水生生物調査

○水生生物調査に小・中・高および一般市民 1,554人参加
　河川の水質保全の必要性や河川愛護の重要性を認識していただくため、小学生、中学

生、高校生および一般市民の参加を得て、昭和 59年度から水生生物調査による水質調査
を実施している。

　平成 15年は、関東地方の一級河川のうち 8水系 31河川 99地点を対象に、1,554人の
参加を得て調査を実施した。

表－２ 調査結果

H14年 H15年 増減 H14年 H15年 増減

Ⅰ（きれいな水） 45 62 17 48.9 62.6 13.7

Ⅱ（少しきたない水） 27 18 -9 29.3 18.2 -11.2

Ⅲ（きたない水） 3 4 1 3.3 4.0 0.8

Ⅳ（大変きたない水） 9 5 -4 9.8 5.1 -4.7

出現なし（判定不能） 8 10 2 8.7 10.1 1.4

合 計 92 99 7 100.0 100.0

判定内容
評価地点数 割合（％）

図―５  水生生物による水質調査結果（地点割合）
４．水質事故の状況

○ 水質事故が１日に 1件程度の割合で発生
　平成 15 年における関東地方整備局管内の水質事故件数は３１３件と年間平均で１日

62.6 18.2 4.0 5.1 10.1

48.9 29.3 3.3 9.8 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ14

Ｈ15

関東合計

Ⅰきれいな水の生物 Ⅱ少しきたない水の生物 Ⅲきたない水の生物

Ⅳ大変きたない水の生物 判定不能
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に 1件程度の割合で発生している。原因物質の割合で見ると、72％が重油・軽油等の油
の流出事故であった。

　また、上水道の取水停止に至った水質事故は、平成 13年より６件減少し２件発生した。
　なお、関東地方では、昭和 33年に設立された「関東地方水質汚濁対策連絡協議会」（関
水対協）を通じて、事故情報を速やかに関係機関等へ通知、連絡するとともに、関係機

関と一体となって事故の対応にあたっている。

　また、関水対協では、毎年、発生する水質事故に備えて関水対協連合水質事故対策訓

練を実施し、事故発生時及び事故処理対応の体制強化に努めている。

図―６　水質事故発生件数の経年変化
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図―７　原因物質別水質事故発生件数

油類 化学物質
油類・化学

物質以外
その他 合計 (自然現象)

平成14年 216 16 24 69 325 （2）

平成15年 226 17 27 43 313 －

水質事故の原因物質による分類
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①油類………重油、軽油、ガソリン等の流出

②化学物質………シアン、有機溶剤、農薬等の流出

③油類・化学物質以外………土砂、糞尿等の流出

④その他………自然現象ではなく、死魚等が確認され、原因物質が特定できなかっ

たもの

図―８　原因物質別水質事故発生件数

事業者の

ミス
交通事故 不法投棄 その他 原因不明 合計

平成14年 96 27 6 10 186 325

平成15年 42 23 15 85 148 313

水質事故の事故発生原因による分類

⑤事業者のミス………工場での操作ミス、機械の故障等によるもの

⑥交通事故………交通事故に伴うオイル漏れ等によるもの

⑦不法投棄………油類の不法投棄等によるもの

⑧その他………具体的な原因があるが飛行機墜落等、他の項目に分類できないもの

⑨原因不明………人為的な現象であることは明らかであるが、原因者究明ができない

もの
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